






































































































































































































































































































































































り つの 遺伝子（ および ）をクローニ

































































































































































































































































サー は 遺伝子 と をコードするオペ
ロンの発現を抑制する。チオールに特異的な酸化剤であ










































































































































































、 、 、 は塩ストレスで誘導され、スポット 、
は恒常的に発現していた。これらタンパク質スポット
をゲルから切り出してトリプシンによるゲル内消化を行
い 解析と や データ
ベースに対する サーチを行った結果、スポット 、

































































教 授 村 田 稔
助 手 小 倉 豊
助 手 長 岐 清 孝
技 術 職 員 柏 原 壱 成
外国人客員教授
科技団研究員 柴 田 洋
科技団研究補助員 横 田 悦 子
技術補助員（ ） 谷 明 憲
大学院（博士前期 年）
大学院（博士前期 年） 脇 本 宗 徳
作物種子科学グループ
教 授 野 田 和 彦
助 教 授 山 崎 良 樹
技 術 職 員 松 浦 恭 和
非常勤研究員 氷 見 英 子
非 常 勤 職 員 村 田 泰 子
大学院（博士後期 年） 大 西 成 人
大学院（博士前期 年） 濱 田 賢 一
植物ストレス応答分子解析グループ
教 授 馬 建 鋒
助 教 授 山 本 洋 子
助 手 佐々木 孝 行
技 術 職 員 力 石 早 苗
非 常 勤 職 員 有 吉 美智代
非 常 勤 職 員 小 松 和 枝
非 常 勤 職 員 佐々木 泰 代
ポスドク 古 川 純
産学連携ポスドク 山 地 直 樹
大学院（博士後期 年） 菊 井 聖 士
大学院（博士後期 年） 上 野 大 勢
大学院（博士後期 年） 玉 井 一 規
大学院（博士後期 年） 元 田 弘 敏
大学院（博士前期 年） 福 山 幸 樹
大学院（博士前期 年） 土 屋 善 幸
大学院（博士前期 年） 小 塚 正太郎
特 別 研 究 生 三 谷 奈見季
特 別 研 究 生 廣 田 芳 幸
特 別 研 究 生 黄 朝 鋒
特 別 研 究 生
研 究 生 山 口 雪 子
分子生理機能解析グループ
助 教 授 且 原 真 木
助 手 柴 坂 三根夫
研 究 支 援 員 篠 野 静 香
外国人特別研究員
外国人特別研究員 （ 月まで）
大学院（博士後期 年） 張 俊 巧
作物ゲノム育種グループ
教 授 前 川 雅 彦
助 手 力 石 和 英
助 手 宇都木 繁 子
技 術 職 員 西 村 秀 希
日本学術振興会外国人特別研究員
非常勤研究員 池 田 恭 子
技 術 補 佐 員 小 林 洋 子
技 術 補 佐 員 中 野 聖 子
技 術 補 佐 員 平 松 和 恵
技 術 補 佐 員 尾 上 陽 子
技 術 補 佐 員 小 引 智 恵
非常勤研究員 別 府 まゆみ
（ 平成 年 月 日）
環境昆虫機能グループ
教 授 積 木 久 明
助 手 吉 田 英 哉
助 手 園 田 昌 司
技 術 職 員 泉 洋 平
外国人客員教授
（平成 年 月 年 月末）
日本学術振興会外国人特別研究員
大学院（博士後期 年） 田 睿 林
大学院（博士前期 年） 安尼瓦尓 庫尓班
化学ストレス生態応答グループ
教 授 青 山 勳
助 手 森 泉
技 官 西 崎 日佐夫
非 常 勤 職 員 藤 井 美和子
朴 明 玉




大学院（博士前期 年） 中 村 洋 文
大学院（博士前期 年） 馬 場 美 衣
大学院（博士前期 年） 藤 原 拓 洋
大学院（博士前期 年） 吉 岡 篤 史
大学院（博士前期 年） 岡 崎 系 祐
大学院（博士前期 年）
植物・微生物相互作用グループ
教 授 玉 田 哲 男
助 教 授 鈴 木 信 弘
助 手 近 藤 秀 樹
技 術 職 員 丸 山 和 之
構成員（ ）
客 員 研 究 員
（ ）
客 員 研 究 員 （ ）
非常勤研究員





大学院（博士前期 年） 荒 木 浩 行
大学院（博士前期 年） 廣 門 知 紗
大学院（博士前期 年）
大学院（博士前期 年） 平 山 さよこ
微生物機能開発グループ
教 授 河 合 富佐子
助 教 授 金 原 和 秀
助 手 谷 明 生
技 術 職 員 清 水 頼 子
大学院（博士後期 年） 劉 欣
大学院（博士後期 年）
大学院（博士後期 年） 飯 島 想
大学院（博士後期 年） 張 弦
大学院（博士後期 年）
大学院（博士前期 年） 南 俊 行
大学院（博士前期 年） 井 上 千恵美
大学院（博士前期 年） 大 崎 哲 史
大学院（博士前期 年） 金 坂 貴 志
大学院（博士前期 年） 川 原 孝 哉
大学院（博士前期 年） 川 本 真二郎
特別研究学生 下 村 有 美
研究所研究生 胡 小 平
非 常 勤 職 員 玄 馬 美 鈴
植物気象生態グループ
教 授 米 谷 俊 彦
助 教 授 田中丸 重 美
技 術 職 員 宮 下 晃 一
大学院（博士前期 年） 川 慶
生命環境適応先端工学グループ
助 教 授 中 島 進
助 教 授 江 崎 文 一
研究支援推進員 明 石 加奈子
（ 平成 年 月 日）
研究支援推進員 菅 生 智 美
（平成 年 月 日 ）
日本学術振興会 外国人特別研究員
大学院（博士後期 年） 廣 瀬 和 信
大学院（博士後期 年） 田 川 信 也
大学院（博士前期 年） 中木原 江 利
大学院（博士前期 年） 山 本 佳 史
大麦・野生植物資源グループ
大 麦
教 授 武 田 和 義
助 教 授 佐 藤 和 広
助 手 最 相 大 輔
技 術 職 員 石 井 誠
非常勤研究員 堀 清 純
非常勤研究員 杉 本 恵
（ 平成 年 月 日）
科技団技術員 南 角 奈 美
科技団研究補助員 元 井 由 加
科技団研究補助員 植 木 英 雄
科技団事務員 田 辺 千 賀
非 常 勤 職 員 明 楽 映里子
非 常 勤 職 員 大 熊 淑 江
非 常 勤 職 員 村 田 泰 子
非 常 勤 職 員 尾 上 節 子
非 常 勤 職 員 高 旗 久 実
大学院（博士前期 年） 畑 徹
大学院（博士前期 年） 水 上 仁
野生植物
助 教 授 榎 本 敬
大学院（博士前期 年） 小 澤 祐 二
非 常 勤 職 員 小 橋 理絵子
非 常 勤 職 員 林 智 子
非 常 勤 職 員 仁 木 葉 子
非 常 勤 職 員 裾 分 由美子
非 常 勤 職 員 島 岡 浩 恵
細胞分子生化学グループ
助 教 授 今 野 晴 義
助 教 授 杉 本 学
非 常 勤 中 戸 孝 子
大学院（博士後期 年） 藤 谷 典 志
大学院（博士前期 年） 大 橋 千 夏
大学院（博士前期 年） 堀 内 映 実
遺伝資源機能解析グループ
教 授 坂 本 亘
助 手 松 島 良
外国人客員教授 蘇 都 莫 日 根
非 常 勤 職 員 小童谷 利 恵
非 常 勤 職 員 服 部 千恵子
非 常 勤 職 員 岩 見 育 代（ 月まで）
大学院（博士前期 年） 久 保 美 和









古川純、馬建鋒 講座 植物栄養学研究へのゲノム科学のインパクト 第 回 植物のミネラルストレス研究










且原真木． ．植物のアクアポリンの働き みずみずしい体のしくみ 水の通り道 アクアポリン の働きと病




































鈴木信弘（ ）マイコウイルス学の新展開 作物保護の新展開 バイオサイエンスのかけはし （羽柴輝良編）
ソフトサイエンス社
微生物機能開発グループ（ ）
河合富佐子， ． ．教科書の常識を変える細菌， 属，化学と生物， ．
（ ）
（ ）
































































































杉本 学．ストレス応答遺伝子の解析 塩ストレス抵抗性植物作出に向けて ． 年度岡山大学重点プロジェ





・ 回講演会、つくば市、 年 月 日
（
）
長岐清孝．セントロメアのパラドックス．第 回生物進化・細胞遺伝談話会、つくば市、 年 月 日
（ ）
横田悦子・柴田洋・村田稔 シロイヌナズナに新規に見出されたダイセントリック環状染色体の解析．日本遺伝学








第 回大会、東京、 年 月 日
（
）
村田稔 植物セントロメアの機能構造 変異性と保存性．日本遺伝学会第 回大会、ミニシンポジウム 染色体研
究の新しい展開 、東京、 年 月 日
（
）
村田稔 植物セントロメアの分子構造と人工染色体構築の可能性．第 回染色体コロキウム 植物学と染色体、神
戸市、 年 月 日
（
）





野田和彦 穂発芽研究をするための実験プロとコール、第 回穂発芽研究会ワークショップ（ 、 月 月
日、札幌、 北農ビル 会議室）
氷見英子・野田和彦 およびアンチセンス法による 遺伝子の機能抑制、第 回穂発芽研究会ワークショッ
プ（ ， 月 月 日、札幌、 北農ビル 会議室）
氷見英子・野田和彦 コムギフラボノイド色素合成に関与する 遺伝子の座乗位置と発現解析、育種学会 第 、
回講演会、育種学研究 （別冊 、 号） ，（ ） 筑波大学 月 、 日
（ ） （ ）
大西成人・氷見英子・野田和彦 コムギにおける （ ）様遺伝子の単離と発現解析 育種
学会 第 、 回講演会、育種学研究 （別冊 、 号） 、（ ） 筑波大学 月 、 日
（ ）
（ ） （ ）
講演およびシンポジウム発表
濱田賢一・氷見英子・野田和彦 コムギの 様遺伝子の単離 育種学会 第 、 回講演会、育種学研究
（別冊 、 号） 、（ ） 筑波大学 月 ， 日
（ ） （ ）
野田和彦 コムギ種子の成熟 乾燥と代謝停止、第 回日本発生生物学会、東北大学、ワークショップ招待講演、 ，
月 日
（ ）
野田和彦 コムギの粒色と休眠性、第 回日本穀物科学研究会、大阪国際交流センター、 ， 月 日
（ ）
山崎良樹・今野晴義 銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの澱粉分解酵素に関する研究、日本農芸化学会中
四国支部第 回講演会、岡山大学創立 周年記念館、 ， 月 日
山崎良樹・今野晴義 銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの グルコシダーゼに関する研究、日本農芸化
年度札幌コンベンションセンター、 月 ， 日
植物ストレス応答分子解析グループ（ ）
古川純、馬建鋒 アルミニウムによる有機酸分泌機構における の役割 ─シロイヌナズナ 欠損変異体に
よる解析─ 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
馬建鋒、黄朝鋒、上野大勢、長村吉晃 アルミニウム障害の網羅的解析 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日
日、 （
）
馬 建鋒 イネのケイ酸要求性と吸収特性 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （




本植物生理学会年会 新潟 月 日 日、 （
）
三谷奈見季、山地直樹、玉井一則、小西佐江子、矢野昌裕、村田佳子、馬 建鋒 イネケイ酸吸収関連遺伝子の機
能解析 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
玉井一規、武岡祐子、小西左江子、矢野昌裕、藤原 徹、馬 建鋒
（ ） 日本植物生理学会年会 新潟 月 日、
（
（ ）
玉井一規、三谷奈見季、山地直樹、小西左江子、矢野昌裕、馬 建鋒 新規イネケイ酸吸収関連遺伝子 の単離
と解析 日本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
上野大勢、 岩下 孝、馬 建鋒 重金属超集積植物 におけるカドミウムの輸送特性の解析 日
本土壌肥料学会年会 島根 月 日 日、 （
）
江崎文一、佐々木清邦、松本英明、中島進 両遺伝子の示す ストレス耐性機構に関する解析
遺伝子は酸化ストレスの抑制に、 遺伝子は イオンの排出に関与する 第 回日本植物生理学
会 新潟 月 日 （
）
福山幸樹、佐々木孝行、山本洋子、松本英明 ライムギの 応答による有機酸放出と 様遺伝子発現との関
連性 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
菊井聖士、山本洋子、前川雅彦、松本英明 初生根形成過程におけるイネのアルミニウム耐性機構の解析 第 回
日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
菊井聖士、佐々木孝行、前川雅彦、山本洋子 根端から地上部へのアルミニウム移行に着目したイネ 耐性機構
の解析 日本土壌肥料学会 島根 月 日 （
）
佐々木孝行、山本洋子、 、 、有吉美智代、松本英明 コムギ 形質転換植物
のアルミニウム耐性 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
土屋善幸・山本洋子・河野智謙・古市卓也・松本英明 タバコ培養細胞におけるアルミニウムによる細胞質
濃度の変動と他のアルミニウム応答反応との関連 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日
（
）
（第 回日本植物生理学会 新潟 月 日
）
山本洋子、力石早苗、松本英明 タバコ培養細胞におけるアルミニウムによるショ糖・ 共輸送体の阻害と糖欠
乏による細胞死の誘発 第 回日本植物生理学会 新潟 月 日 （
）
山本洋子、力石早苗、野沢彰、 、平館俊太郎、松本英明 アルミニウム応答反応におけるサリチル酸
の関わり 日本土壌肥料学会 島根 月 日 （
）
山本洋子 植物培養細胞によって明らかになった膜を介したアルミニウム障害と耐性機構 第 回植物生体膜シ












信会 （岡山） 年 月 日
（
）
紙本宣久，且原真木．オオムギの 遺伝子および液胞膜型 遺伝子の同定と機能解析 第 回日本植物学会
（富山） 年 月 日 日
（
（ ） ）













・吉田英哉・泉 洋平・積木久明． ．オオタバコガの温度による休眠誘導について．第 回日
本応用動物昆虫学会大会（
）




田 睿林・泉 洋平・飯塚勇二・中牟田潔・高梨琢磨・福本毅彦・斎藤哲夫・積木久明． ．忌避剤による果実
吸蛾類の忌避反応．第 回日本応用動物昆虫学会大会．（
）






泉 洋平・片桐千仭・積木久明． ニカメイガ幼虫における脂質の変化．第 回日本応用動物昆虫学会大会．
（
）







朴 明玉、中村洋文、西崎日佐夫、雷 磊、青山 勳（ ）海水を含む産業廃棄物埋立処分場浸出水中 の





─ 日．千葉 （ ）
（ ）
日本環境毒性学会研究発表会．
月 日 月 日．東京
（ ）
第 回廃棄物学会研究発表会． 月 日 月 日．仙台
植物・微生物相互作用グループ（ ）
近藤秀樹・玉田哲男 ランえそ斑紋ウイルス構造タンパク質の に対する病原性 平成 年度日
本植物病理学会大会 静岡 月 日 （
）
廣門知紗・近藤秀樹・玉田哲男 ランえそ斑紋ウイルス構造タンパク質の相互作用と核移行性について 平成 年
度日本植物病理学会大会 静岡 月 日 （
）
・ ・近藤秀樹・玉田哲男 の機能解析 に対する病原
性 平成 年度日本植物病理学会大会 静岡 月 日 ．（
）
玉田哲男・千葉壮太郎・近藤秀樹 と抵抗性宿主にみられる 様および 様反応について 平成 年度日本
植物病理学会大会 静岡 月 日 ．（
）
近藤秀樹・廣門知紗・玉田哲男 ランえそ斑紋ウイルス構造タンパク質の核移行と 様構造との関連性 平
成 年度日本植物病理学会関西部会 月 日 （
）
玉田哲男・千葉壮太郎・ ・ ・近藤秀樹 の宿主特異的維管束
移行について 平成 年度日本植物病理学会関西部会 月 日 （
）
・近藤秀樹・玉田哲男 遺伝子導入植物に見られるエソモザイク症状の解析 平成 年度
日本植物病理学会関西部会 月 日 （
）
孫麗英・丸山和之・鈴木信弘 ハイポウイルスにコードされたパパイン様プロテアーゼの機能解析 第 回中国四国
ウイルス研究会 川崎医療福祉大学 月 日 （
）
鈴木信弘 クリ・クリ胴枯病菌・マイコウイルスのダイナミックな関係 病気になった植物を治療するウイルス








川原孝哉、谷 明生、金原和秀、河合富佐子．赤色酵母 の 耐性獲得機構における
の 役 割（
）．日本農芸化学会 年度大会、 、札幌．
谷 明生、川原孝哉、田中陽子、金原和秀、河合富佐子．赤色酵母 の 耐性獲得機構
























（ ）．平成 年度日本生物工学会大会、 、
つくば．
植物気象生態グループ（ ）
米谷俊彦・宮下晃一・田中丸重美 ．植物体内の気体濃度の測定 ．中国・四国の農業気象 ．
（
）











江崎文一・佐々木清邦・松本英明・中島 進． 両遺伝子の示す 耐性機構に関する解析 遺





用いた 耐性機構の解析．日本土壌肥料学会 年 月 日 日，松江市．
（
）
廣瀬和信・江崎文一・劉トン・中島 進 かび臭物質産生ラン藻におけるメタロチオネイン の ストレス






を制御するリプレッサーの解析 第 回メタロチオネイン研究会（ ，基礎並びに臨床への展開），





に関わるリプレッサーの解析．日本水処理生物学会，第 回大会， 年 月 日 日，静岡市．
（
）
廣瀬和信・江崎文一・劉トン・中島 進．かび臭物質産生ラン藻 における ストレスに対
するメタロチオネインの機能解析．日本水処理生物学会 第 回大会， 年 月 日 日，静岡市．
（
）
廣瀬和信・江崎文一・劉トン・中島 進． ストレスに対する の の応答に関する分子機





















種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（
）
田中紀史・新倉聡・武田和義．キャベツの結球性に関する遺伝分析． キャベツ ハボタンならびにキャベツ ケー
ルの 集団における結球性の解析．日本育種学会第 ・ 回講演会 平成 年 月 ・ 日、筑波大学
（）
武田真・安藤裕崇・一井眞比古・武田和義・ ．アメリカ産オオムギ属野生種の倍数性進化に








オオムギに関する研究 ．恒常的に高発現する 酸化酵素遺伝子の機能 日本育種学会第 ・ 回講演会


















抗性オオムギに関する研究 ．恒常的に高発現する 酸化酵素遺伝子の機能．日本育種学会第 ・ 回












四国支部第 回講演会、岡山、 月 日、 ．
（）
山崎良樹・今野晴義．銅イオン存在下で生育するホンモンジゴケの グルコシダーゼに関する研究．日本農芸化








坂本 亘．植物の葉が斑入りになる遺伝的メカニズム．福井県立大学学内特別セミナー、福井、 年 月 日．
（
）




三浦栄子・坂本 亘．斑入り突然変異体 から単離したサプレッサーの解析．日本植物生理学会第 回大会、新




新潟、 年 月 日
（
）
西村いくこ・永野 惇・松島 良．植物の生体防御とオルガネラ機能分化 傷害で誘導される新規オルガネラ
ボディ．日本植物生理学会第 回大会シンポジウム．新潟， 年 月 日．
（
）
永野 惇・松島 良・西村いくこ． ボディに局在する グルコシダーゼ の解析．日本植物生理学会第











永野 惇・石原 享・松島 良・西村いくこ．シロイヌナズナにおける新規オルガネラ の解析．日本植物
学会第 回大会、富山、 年 月 日．
（
）
三浦栄子・松島 良・坂本 亘．斑入り突然変異体 （ ）から単離したサプレッサーの解析．特
定研究 植物オルガネラ 若手ワークショップ、淡路島、 年 月 日．
（
（ ） ）
久保美和・松島 良・服部千恵子・蘇都莫日根・坂本 亘．雄性配偶子においてオルガネラ の消失に異常を




坂本 亘・三浦栄子・松島 良．葉緑体 の欠損による斑入り突然変異とサプレッサーの解析．第 回日本分
子生物学会年会ワークショップ、福岡、 年 月 日．
（
）
久保美和・松島 良・服部千恵子・蘇都莫日根・坂本 亘．雄性配偶子においてオルガネラ の消失に異常を
示すシロイヌナズナ変異体の解析．第 回日本分子生物学会年会、福岡、 年 月 日．
（
）
三浦栄子・松島 良・坂本 亘．葉の斑入りパターンに同調した活性酸素種の発生．第 回日本分子生物学会年会、




日 時 平成 年 月 日 月 日
場 所 岡山大学資源生物科学研究所会議室
講座名 だれにでもわかる生物の世界
．毒物 を食べる微生物 月 日 金 原 和 秀 資源生物科学研究所
．昆虫の食欲と人間の食欲 吉 田 英 哉 資源生物科学研究所
．植物の形づくり 月 日 宇都木 繁 子 資源生物科学研究所







日 時 年 月 日






















日 時 年 月 日




金 原 和 秀 岡山大学資源生物科学研究所
．植物細胞における金属ストレス応答性の活性酸素生成とカルシウム情報伝達経路の撹乱
河 野 智 謙 北九州市立大学大学院
．植物や昆虫による環境モニター系構築への提案
且 原 真 木 岡山大学資源生物科学研究所
．哺乳動物受容体遺伝子系を導入した形質転換植物を利用した環境負荷化学物質のモニタリング法の開発
乾 秀 之 神戸大学遺伝子実験センター
．ゲノムモニタリングシステム
佐 藤 和 広 岡山大学資源生物科学研究所
．植物の新しい窒素代謝経路と窒素酸化物の植物バイタリゼーション・シグナル作用
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